
世界の医薬品業界の構造的変化と企業の対応 
～新製品の世界的な欠如と顧客･行政の変化が企業の構造改革を迫る～ 

お待たせしました！ 毎年10月恒例のユート・ブレーン海外情報セミナー 第8回 

開催日 

 10月27日(火)午後1～5時 
会場 

 第一ホテル両国 

     地下鉄大江戸線「両国」駅直結 

主催 

 ユート・ブレーン株式会社 

開講趣旨 

＜中国市場：ゲスト講師＞ 

  日本製薬工業協会 国際部長 

        宮澤 清治氏 

＜欧米市場(2講)：講師＞ 
     ユート・ブレーン株式会社 

   エグゼクティブアナリスト 

         永江 研太郎 
（世界の医薬品メーカーランキング、 

大型医薬品売上ランキング調査作成） 

 9月14日、イーライリリーが社員数を昨年末の14％近くに
相当する5500人を減らして約35000人とし、2011年末までに
10億ドルの費用を削減すると発表しました。大きな理由は、
2008年にほぼ47億ドルを売り上げたトップ製品で、同年売
上げの23％を占める統合失調症薬「ジプレキサ」の米特許が
2011年に切れ(欧州の一部では既にジェネリック登場)、2013
年までに2008年の全売上げの半分以上（110億ドル）がジェ
ネリックとの競争にさらされ、それらは80％減が見込まれる
ことです。ライバル品のジョンソン＆ジョンソンのリスパ

ダールの経口剤は、ジェネリック登場により今年上半期だけ

で66％減となり、10億ドルが消えました。このように、
メーカーの製品ポートフォリオの変化に合わせ、大手各社は

企業構造を抜本的に変革することが求められており、MRや
R&D組織を含めて組織構造は今後大きく変化します。 
 米欧では大型品のパテント切れで続々とジェネリックに切

り替わり、市場の伸びが抑えられているため、欧米先進国で

はMRを減らす一方、大手メーカーは新興国で自社品やブラ
ンドジェネリックを強化するところが増えています。アスト

ラゼネカは中国だけでMRを3000人以上投入しており、2008
年の中国売上げが56％増の6.3億ドル、ノバルティスは中国
が39％増の4.6億ドルとなっており、全体の売上げに占める
新興国のシェアを拡大しています。 

 大手ブランドメーカーは、今まで大型の低分子薬を同効の

新製品に切り替えてきましたが、支払者側は価格対効果を

ジェネリックとの比較で評価するようになっており、欧米では

ACE阻害剤やカルシウム拮抗剤はほとんどジェネリックとな
り、降圧剤やスタチン、PPI等の新製品は多くの国で意味を
持たなくなりました。北欧では、ACE阻害剤のジェネリック
でさえ数種類に絞り込み、それ以外は保険対象外とした国も

あり、ARBはACE阻害剤のジェネリックが不十分な患者にし
か処方できません。それだけ医師の処方権が低下しており、

従来通りのMRの情報提供では売上げ拡大が難しくなってい
ます。したがって、組織構造だけでなく、製品やマーケティ

ングを変えられないメーカーは生き残れません。 

 このように、大手メーカーは世界の歴史的な医薬品業界の

転換期に合わせた新たな構造改革が求められており、新興国

市場の拡大も不可欠になっていることから、今回の海外情報

セミナーでは、より重要になった中国市場に詳しい宮澤清治

氏をゲスト講師としてお招きし、中国市場の現状と対応をお

話しいただきます。欧米の医薬品環境の劇的変化と大手メー

カーの対応戦略は、今回で海外情報セミナーが8回目となる
ユート・ブレーンの永江がお話しさせていただきます。 

 このほか、「日本で後発品は増えるのか」「日本でもMR
が減少するのか」「卸はどう変化していくか」など、ご質問

をいただくことの多い問題についても、今後の示唆を含めて

取り上げさせていただく予定です。世界の歴史的な業界の転

換期に、将来の医薬品メーカーのあり方を考える上でも、毎

年好評いただいている海外情報セミナーへのご参加をご検討

いただき、ご参加を心よりお勧め申し上げる次第です。 

■リリーは世界で5500人削減、アストラゼネカは中国で3000人のMR投入 

©K.Nagae/Uto Brain 09/09

世界の医薬品業界の構造的変化

新製品上市への障害の増加
⇒FDA等副作用のチェックが厳格化⇒承認遅れ
や承認不可が増加⇒新製品減少

対象顧客が「医師」から「保険者」や
「医療制度」へシフト
⇒欧米では医師の処方権が低下、MRの需要減
価格への圧力増加
⇒価格対効果を同類のジェネリックと比較し、
ジェネリックがさらに増加⇒MR数減少
先進国（成熟市場）の伸びが鈍化
⇒世界最大の米市場は今後数年横ばい



貴社名  

ご住所  

 参加される方のお名前 所属部署・お役職名 

 
           （Emailアドレス：            □会社 □プライベート）     

 
（Emailアドレス：            □会社 □プライベート） 

 
（Emailアドレス：            □会社 □プライベート） 

ご連絡担当者名  

お申込みFAX番号：03-3270-8700 お申込みEメールアドレス → seminar@utobrain.co.jp 

    TEL：（    ）    －         FAX：（    ）    －          

E-mail アドレスにつきましては、会社でご使用のものをお持ちでしたら、そちらをご記入いただきますようお願いいたします。 
※申込書にご記入いただいた内容を元にセミナーや書籍等のご案内を弊社より送付させていただくことがございます。 

0909 HP 

「世界の医薬品業界の構造的変化と製薬企業の対応セミナー」申込書  開催日：2009年10月27日 

１．日 時： 2009年10月27日(火)午後１時～５時 
２．場 所： 第一ホテル両国  東京都墨田区横綱1-6-1 TEL 03-5611-5211(代表) 
３．対 象： 製薬企業・卸企業の経営企画、海外担当部門、研究開発企画、製品戦略、マーケティング、渉外、 

      営業推進・営業企画、特約店・流通政策担当者、研修・人事・教育・人材開発担当者 他 

４．お申込期限： 2009年10月23日（金）※定員になり次第締め切らせていただきますので、お早めにお申し込み下さい。 
５．お申込方法： 下記申込用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお送りいただくか、E-mail にてお申し込み下さい。 
        なお、お電話でのお申し込みは受付できませんのでご了承いただきますようお願い申しあげます。 

※お申込み受付後､①申込み受付確認のＦＡＸまたはメールをお送りいたします。②受講票と会場案内図を郵送いたします。

なお、受講料につきましては請求書をお送りいたしますので、指定の口座へお振込み下さい。振込手数料につきましては

お客様にてご負担をお願いいたします。当日受付での現金の取り扱いは行っておりません。 

６．受 講 料： １名様 29,400円（資料代、お飲物代、消費税含む） 
※受講申込みを取り消される場合は10月23日午前中までにセミナー事務局(TEL:03-3270-8741)までご連絡くださいますようお願
いいたします。それ以降に取り消された場合は、キャンセル料として１名様につき5,250円(消費税含む)を承ります。 
 なお、当日キャンセルの場合は受講料の返金はいたしかねますのでご了承下さい。お申込みされたご本人が出席できない場合は、代

理の方の出席も可能です。どうかご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

７．お申し込み： セミナー事務局〔担当／山脇〕FAX：03-3270-8700 〒103-0023 中央区日本橋本町3-1-11 繊維会館 
８．お問い合せ： セミナー事務局〔担当／中村・山脇〕 TEL：03-3270-8741 FAX：03-3270-8700 
 ●講義の録音・録画、及び会場での携帯電話のご使用はご遠慮ください。 

 ●ご質問・ご要望等がございましたら、お申し込みの際にお書き添えください。 

 ●セミナー開催日の前日までに受講票等がお手元に届かない場合は、上記セミナー事務局（TEL:03-3270-8741）までご連絡下さい。 

実 施 要 綱 

スケジュール・演題 

1：05～2：25 「欧米の医薬品環境・医薬品メーカーの変化」  ユート・ブレーン 永江 研太郎 

2：25～2：40  コーヒーブレーク（休憩） 

2：40～3：45 「中国のヘルスケア改革状況と今後の薬事・薬価制度の変化」 

   ―欧米外資メーカーの中国戦略―  ゲスト講師 日本製薬工業協会 国際部長 宮澤 清治氏 

3：50～4：55 「欧米医薬品メーカーの対応と日本の変化」   ユート・ブレーン 永江 研太郎 


